
地域伝統文化の活性化に寄与

■相馬地域で行われている相馬野馬追では、震災以降はじめて観光入込客数が２０万人を突破

■関東圏※からの団体客が大幅に増加（約１.４倍）

■地域伝統文化の活性化に大きく寄与
※茨城、千葉、東京、神奈川
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■相馬野馬追
一千有余年の昔、相馬氏の祖といわれている

平将門が下総国（千葉県北西部）に野馬を放ち、
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敵兵に見立てて軍事訓練を行ったのが始まりと
伝えられ、現在では、毎年7月末の土曜日・日曜日・
月曜日、甲冑に身を固めた500余騎の騎馬武者が
腰に太刀、背に旗指物をつけて疾走する豪華絢爛で
勇壮な戦国絵巻を繰り広げる。


